
氏名 木下　光生

学部担当科目

・日本史Ⅰ
・日本史特殊講義Ⅲ
・史料講読Ⅰ～Ⅳ
・史学演習Ⅰ・Ⅱ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文献史学（日本史）演習Ⅰ～Ⅳ
授業科目

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　貧困研究会　奈良歴史研究会　大阪歴史学会　日本史研究会
　社会経済史学会　佛教史学会　日本葬送文化学会　日本環境斎苑協会

　貧困、救済（セーフティネット）、自己責任

①奈良歴史研究会事務局長・代表代行・研究委員長
②舳松人権歴史館（堺市）展示委員会委員
③山添村教育委員会古文書入門講座（2022年8月20日、奈良県山添村波多野公民館）
④奈良県内古文書所在確認調査事業調査員

　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

　博士（文学）

　近世日本史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

①科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（基盤研究Ｂ）「装置としての世帯1750-2000：生活
存立の比較経済史」研究分担者（研究代表者・谷本雅之、2021～24年度）
②青山学院大学総合研究所研究ユニット「住宅政策・構想が地域社会に与える影響に関する史
的研究」客員研究員（ユニットリーダー：永山のどか、2021～23年度）

大学院博士後期課程
担当科目

　なし

通信教育部担当科目 　なし

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　入学試験委員会委員



共著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著
④「江戸時代から現代日本の
貧困問題を考える」

（著書）

①「江戸時代からみた戦後日
本の住宅保障」

③「江戸時代の生活保障と自
己責任」

主催：JP労組近畿
会場：マイドームおおさか

（その他）

②「近世大坂における火葬と土
葬―梅田墓発掘の意義―」

③「企画展をより詳しく知りたい
方へ　展示委員会から」

①「領主制国家の国税徴収―
長期史と比較史における中近
世日本の集権―」

②「近世大坂における火葬と土
葬―梅田墓発掘の意義―」

主催：青山学院大学
会場：青山学院大学青山キャンパス

主催：大阪歴史博物館・大阪市文化財
協会
会場：大阪歴史博物館

主催：日本コミュニティカレッジ　奈良シ
ニア大学
会場：奈良県文化会館

16～18頁

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①山添村教育委員会編『山添
村文化財調査報告第4集　山
辺郡山添村大字菅生古文書調
査報告書　菅生区有文書目
録・解題』

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

31～52頁

7～11頁

歴史学フォーラム2021
実行委員会『歴史学
フォーラム2021の記録
国家のとらえ方』同実
行委員会

大阪市文化財協会編
『「大阪の歴史を掘る
2022」講演会資料』大
阪歴史博物館

舳松人権歴史館『2022
年度企画展　時のなが
れを未来につむぐ―
地図や写真で見る舳
松のいま・むかし―』舳
松人権歴史館

青山学院大学公開講
座「戦後の地域社会は
多様性を受け入れてき
たのか」

「大阪の歴史を掘る
2022」講演会

奈良シニア大学2022
年度一般教養講座（奈
良校）3学期

JP労組近畿（日本郵政
グループ労働組合近
畿地方本部）人権講演
会

2022年6月

2022年9月

2022年10月

2022年11月

2023年3月 山添村教育委員会
全80頁
担当：目録編集、解題執筆

2022年6月

2022年9月

2022年10月


